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1.は じめに

京都府北部丹後半島には,新 生代新第三紀中新世の地層が広く分布 している。この地域

の地層は北丹層群網野累層砂方部層 と呼ばれ,約1500万 年前に形成 された と考えられて

いる。また,「 山陰海岸ジオパーク」にも指定 されてお り,2009年10月28日 には世界ジ

オパーク国内候補地にも選定された。さらに2010年10月 には世界ジオパー クに認定され,

現在大変注 目を集めている地域である。世界遺産が 「保護」を目的 として活動を行ってい

るのに対 し,ジ オパー クは保全や科学教育,地 域経済発展な どを促す ことを目的 として活

動している。

本研究の 目的の一つは,網 野累層砂方部層を堆積学的,古 生物学的に検討 し,そ れ らの

データを基に当時の詳細な古環境の復元を行 うことである。 さらには,普 段何気なく見て

いる海岸露頭を,過 去を示す貴重な地質遺産 として後世にも残せるように,小 ・中 ・高等

学校など学校現場において身近な教材 として活用できるようにすることを目的 とする。

図1調 査地域と露頭の位置(国 土地理院)網 野2万5千 分の1地 形図の一部を引用
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皿.地 質概説

京都府丹後半島の北西部には,砂 や泥,火 山灰などが堆積 した新第三系と,同 時代の火

山岩が分布する。新第三系中新統に関 して,弘 原海ほか(1966)は 近畿地方北部の山陰 ・

北陸区の一連の地層として,兵 庫県北部の但馬地 或に分布する中新統 とともに北但層群に
一括 し,下位 より,高柳累層,八 鹿累層,網 野累層,丹後 累層に区分 した。山元 ・星住(1988)

は丹後半島東部の火山岩類の年代測定の結果か ら北但層群を再編成 し,下位より八鹿累層,

豊岡累層,網 野累層,丹 後累層,経 ヶ岬安山岩に区分 し,網 野累層については丹後半島東

部と丹後半島北部の層序を細分 して,下 位 より,砂 方部層,野 尻部層,平(へ い)部 層の

3部 層に区分 した。本論の砂方地域の地層は砂方部層に相当する。

砂方部層はシル ト岩,礫 岩,砂 岩の互層を主体 とし,流 紋岩質の火砕岩,溶 岩,貫 入岩

を伴い,層厚は全体で250～700mに 変化す る。本部層下部か ら淡水成の魚化石の報告(Ohe

andFuruhashi,1977)が ある。

本調査J{W・kにおいて,貝 化石について産出の報告は弓源 海ほか(1966)な どで簡単に触

れ られているものの,それ らの詳細な産出地点や化石種についての議論は行われていない。

また微化石については,一舞鶴市北東に分布する本部層相当層において浮遊1生有孔虫化石の

報告(中 川ほか,1985)の みである。そこで,本 研究では,産 出 した貝化石と珪藻化石に

ついて検討 し,堆 積環境について議論を行った。

皿.調 査地域

京都府丹後 半島北西部の砂方地域に存在する砂方漁港東側の露頭 を文橡 とした。 ここは,

鳴き砂海岸で知 られている 「琴引浜」から北東約1kmに 位置する。地層はほぼN800E方

向の走向を示 し,緩 く北方(海 側)方 向(図2写 真の左側)に 向かって200で 傾斜 して

いる。全体の層厚は約26mで ある。

図2露 頭の全体写真

N.各 層の特徴

調査では,各 層の特徴 を記載 し堆積柱状図を佃 戎した。同時に,産 出化石の同定,岩 石

薄片の顕微鏡観察も行った。また,粒 度や層相の特徴をもとに露頭を地層A,地 層B,地

層Cの 三つに区分 した(図2)。
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(a)地 層A

地層Aは 層厚約6mで あ り,問 に2mの 露頭欠如を有する。濃灰色の粘±層 およびシル

ト岩層が主体である。 シル ト岩層には,硫 黄の析出が見られ,細 ～中粒の砂岩層や礫岩層

を挟む。堆積構造は不明瞭で,一 部に礫 を交えたシル ト岩層が見 られ る。 また最上位には

径1cm程 のパイプ状の生痕化石が観察 された。下位か ら2.3mお よび5mの 層準で貝化石

が産出する。産出した貝化石は,キ ララガイ,フ ネガイ,ウ ミニナ,カ ガ ミガイ,シ ラ ト

リガイ,ホ タテガイの仲間などである。 また下位から約3.5mの 層準では珪藻化石 も産出

している。産出した珪藻化石は,A砒 翻asp.2,3昭 加 幽sp.,晶 画oぬ 曲 ・oθ諭 五

2W伽 面 設加℃幅舳 ∂,〈砒舳2P漉 ∂,2billtzlai7'amiei'agtaLu'onで あった。

(b)地 層B

層厚は約8mで 砂礫岩層 を主体 とする。 しば しば単層内には平行層理や リップル,変 形

堆積構造な ども見られ るほか,ま れに硫黄の析出も観察できる。最下部か ら約80cmの 中

粒砂岩層および最上部付近の粘土岩層 と砂岩層には炭酸カルシウム成分でセメン ト化 され

た団塊(ノ ジュール)が 含まれている。また砂岩層中に植物片が濃集す る薄層が挟まれ る。

そしてさらに地層の上位に向か うにつれて,火 山性砕屑岩 を含む砂岩層が割合的にも目立

つように変化する。地層Bの 最下部か ら6m付 近では,砂 岩層やシル ト岩層中に扁平に変

形 したパ ミス(軽 石)の 濃集層や,火 山砕屑岩 を頻繁に含む層が見られる。地層Bの 最下

部から約1.5mの 細粒砂岩層からは,珪 藻化石の 八塗'伽ぬ カsp.2,Sva'i"ellasp.,晶 幅oぬ

5ぬ りθホθ醒,A々'伽 面 ヨ加u幅㎞3,八rJ'～%ぬ 凌P∂1e3,乃 加Ltialta111ierostatu'on等 が

産出 している。

(c)地層C

地層Bの 上位約7mは 露頭が欠如していて見ることはできないが,そ の北側(上 位)に

糖Cが 鶴 する。層厚は編mで ある。約5㎜ 前後の臆 された如 岩の火1⊥1岩片が

濃集している。堆積構造は不明瞭で,火 山岩や堆積岩の細礫～大礫を含み,淘 汰が非常に

悪いのが特徴である。地層Cの 基質部の薄片を作成し偏光顕微鏡下で観察すると,安 山岩

片の粒子間に沸石が析出しており,鉄鉱石などの不透明鉱物で充填されているのが分かる。

しばしば淘汰の悪い砕屑性粒子を含み石英や斜長石,単 斜輝石がみられる。なお,地 層C

からは化石は産出していない。

V.堆 積環境

露頭での観察事項を元に地層A,地 層B,地 層Cの 古環境 とその変遷について考察 した。

(1)地 層Aの 古環境

産出 した貝化石は,キ ララガイ,カ ガミガイなど,何 れ も現生種では水深十数m～ 数十

mの 浅海に生息するものが多く,ま た ウミニナや フネガイの仲間は潮間帯～内湾に生息す

るものも見 られる。 これ らを総合 して考えると貝化石が示す生、自環 境は浅海で,水 深は潮

間帯から数十mの 範囲 と考えられ る。また,地 層Aか ら産出する珪藻化石はハ姥舳 ヨsp.2,

Sm'i'eUasp.,八 俊曲 曲scin'oθteri',A覆 伽 ぬ 竣hrevaksshna,ハ 弓忽 画 ヨP漉2,
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動 加α伽 鍛 η盛αηβ頽乙πα1な どであった。ぬ 幅oα姦5c加 りθ紐ガやA砒 舳 瓦ρ曲aは 淡水

から汽水の生眉環境 を示すが,全 体 としては汽水1生種の要素が強 く,河 口近くの海である。

堆積構造か らは全体的に発達 した葉理 も見られず,層 全体の粒度 も細かいことなどか ら,

水の流れも非常に緩やかであった と考え られる。中には硫黄が析出している層も確認出来

た。

以上のような点から地層Aの 古環境は河口に近い浅海(内 湾～汽水域)で あったと推測

できる。 もし河 口から離れた環境ならば,淡 水から汽水の珪藻は生息 しないはずである。

また,河 口であったと仮定するならば 陸域供給物(植 物片などσ)炭質物質)が 層中に多

く含まれているはずである。

(2)地 層Bの 古環境

砂岩層が主体であり,珪 藻化石はM擁 ぬ ヨpellueida,Melosb'a%ぬ 紐5,刀 加ゐηθ嘘

5㎜'伽;1珈 ゐ四θ治sp.,ハ 転㎞ ヨsp.2,Nitzschiapaleaが 産出 した。これ らが示す主な

環境は淡水～汽水域の環境である。 また,単 層内にはカレン トリップルが見 られることか

らもある程度の水の流れが存在 していた と考えられ る。まれに硫黄が析出 しているシル ト

層な ども見られることか ら海成堆積物の要素 も含んでいるが,陸 源性の植物片を含む層が

頻繁に見 られることを考慮すると,地 層Aよ りも陸域に近い環境 下にあったことが考えら

れ る。軽石(パ ミス)を 含む層や地層Bの 上部には火山砕屑物を多く含む層や火山灰層が

36一



見られ,火 山活動が活発な時期でもあった と考えられ る。以上の点から地層Bの 古環境は

河 口域であったと推定できる。

(3)地 層Cの 古環境

岩石薄片を作成 した結果(図4),地 層Cは,安 山岩質の火山岩片の層であることが分か

った。地層Cは,火 山活動によって生じた安山岩の火山岩片が河川 もしくは海水の潮流に

よって,泥 や砂が洗い流されて火山岩片が濃集 して堆積 した。 もし仮に,海 水中で堆積 し

たならば,潮 流力祠 口か らの水流の影響を受ける,フ ァン ・デルタのような環境もしくは

浅海斜面などのような環境が考えられる。
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図4岩 石薄片の偏光顕微鏡下での観察(い ずれの写真もクロスニコルで,ス ケールは200μm)

左:岩 片の隙間には沸石(Zeo)が 晶出 し,し ばしば石英(Qrz)な どの粒子も見られる.

右:針 状の自形の斜長石が認められる安山岩岩片である.

(4)古 環境の変遷

地層Aが 堆積 した当時は,河 口に近い浅海～内湾の環境であったが,地 層Bが 堆積する

時代には河ロへと環境が変化 していった。 さらに時間が経つと,淘 汰 された安山岩片が水

流の影響を受けて再堆積す るファン ・デルタもしくは,浅 海斜面などの堆積環境へ と移行

したと考えられる。新生代第三紀は 日本海の形成の時代でもある。それに伴い火山活動 も

活発で,め まぐるしく地殻が変化 していた。地層Bで は実際に軽石を含む層や火 山灰層,

厚い火山砕屑物の層も見られ る。その火山活動により日本海が形成 されたが,砂 方で見ら

れる火1」」性イベン トを含む層はこれ らの出来事と関画 生がある可能性が高い。

VI.教 材化へ

今回,調 査を実施 した露頭は,礫,砂,泥,化 石,火 山といった小学校理科第6学 年で

学習す る 「土地のつ くりと変化」における重要な学習ポイン トを全て満た している貴重な

露頭である。実際に観察に訪れる前に観察できる項 目の学習を行い,そ の上で観察を実施

する。生のものを実際に見て触って観察を行 うことによって興味,関 心が強くな り探究心

の向上も期待できる。古環境 を考えることは小学校の学習指導要領にはなく,実 際に堆積

構造から古環境を推定す ることは非常に難 しいものである。 しか し,本 調査地域の地層か
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らは貝化石が産出 してお り,現 生の貝の生 自環境 と対比 させて化石生物が生息 していた古

環境 を考えさせ ることは,児 童にとっても学習意欲が高まり想像力をふくらますきっかけ

ともなると考えられる。詳細な環境が分か らず とも,海,川,湖,田 のようなイメージが

湧くはずである。 このように簡単な古環境を考えることによって,科 学的想像力を養 う教

材になると考えられる。
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